
プレゼンテーションをしよう
テーマ『宿題は要らない！』

【手順】

１．意見交換　　　テーマにしたい理由

　　　　　　　　　宿題のメリット・デメリット

　　　　　　　　　自分の体験談

　　　　　　　　　宿題がなくなったら？具体案

２．情報収集　　　周りの人の意見を聞く①（口頭）→　家族・友だち

　　　　　　　　　周りの人の意見を聞く②　（アンケート）→　現地校の先生

　　　　　　　　　サイト検索

３．サイト検索　　教員が予め検索してサイトを選ぶ　→　各生徒に３つ割り振る

４．生成AI　　　　Bing　Notion AI　Bard　ChatGPT3.5  Wrtn などを紹介

　　　　　　　　　※今回はChatGPT3.5を使用

アナログ作業

デジタル作業



【生成AI利用方法】　（※授業中に教員といっしょに作業）

１．サイトを読む　　　

２．分からない文章を選択してAIに「小学生でも分かる文章に書き直してください」と指示

３．AIの答えが分かりにくければもう一度質問する

　　　・単語の意味が分からない

　　　・漢字が読めない

　　　・内容（要点・要旨）が分からない

４．納得のいく答えが得られたら Word か Google Doc に貼り付ける

※この後、情報整理、プレゼンドラフト制作などに入る　　　　
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【生成AI利用のポイント】　～アシスタントとして利用する～　※小学生では授業中・教員補助が条件

・プレゼンのドラフトを最初からAIに作らせてはダメ

・「私はこう思うけど、どうですか？」　　　　　　　　＝「自分の頭で考える」を優先

・「私の意見に対してどんな反駁がありそうですか？」　

・AIの意見に対して反論してみる　　　　　　　　　　　＝ディベートのような使い方

・AIと議論しながら自分の考えを深めてまとめる

・情報収集のためにサイトを教えてもらう　　　　　　　＝サイト検索ができないAIもある

・読解の難しい資料（サイト）を簡易化する　  ＝イチオシ！　　　

・漢字字典、国語辞典の代用　　　　　　　　　　　　　＝今は紙媒体や辞書サイトを推奨

・表にして回答させる　　　　　　　　　　　　　　　　＝課題や目標によってはアウト　　　　　　
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【生成AI利用の生徒の例】　
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教員が検証

【生成AI利用の生徒の例】　



生成AI「Bard」による回答



【生成AI利用の生徒の例】　
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生成AI「Bard」の回答

サイトアドレスを

提示してくれる



使用生成AI 







Microsoft Copilotを活用して物語の情景を絵にしてみる 

海野十三・作『透明猫』の書き出し 

分からない単語を調べて  

自分なりに情景を思い浮かべておいて…  



ふーん

いいかも！





新たな絵が… 

こっちかも

これはちょっ
と
ww



8枚の絵を手に入れた 



文章と照らし合わせて画像検証 

■どの画像が文章に近い描写になっている？ 

■自分の思い描いた情景と違うところは？　似ているところは？ 


